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テーマ　Asian Sustainabilityを求めて

　前回、山形市の東北芸術工科大学で開催
した第 5回サステナブルデザイン国際会議か
ら 2週間後に起こった東日本大震災は、すべ
ての日本人と、世界中の多くの人々に計り知
れない衝撃を与えました。1990年代の初め
から地球環境問題とデザインの関わり方につ
いて考え、2006年以来、自然環境とバラン
スを取りながら長く続けて行ける文明や社会
の在り方に則したサステナブルデザインを追
い続けてきた私たちは、改めてサステナビリ
ティとは何か ? の問いを突き付けられたよう
に感じました。特に原発事故によって、我々
の文明と社会の基盤が自然の脅威の前にあ

まりにも脆いことと、ものを持たない貧困自
体が問題である以前に、あまりにも多くのし
かも得体のしれないものを持ってしまったこ
とこそが問題なのだということが明らかにな
りました。そのことから、経済先進国である
と同時に環境先進国である国々が主導してき
た「サステナブルな社会」という概念は、自
分たちの暮らしを守ることを主眼とする仮説
にすぎないのではないかという疑念を持ちま
した。昨年 10月に 70億人に達した人類の
なかで圧倒的多数を占める、いわゆる発展
途上国の国民の視線でもう一度未来の社会
の在り方を見つめてみたいと思いました。そ

して、まずは我々の同胞であるアジアの人々
とともにこの問題を考えるために、アジア的
視点に立ったサステナビリティという意味で
Asian Sustainabilityというテーマを掲げまし
た。この不安定な地球の表面で 70億人が生
きて行くための知恵と工夫を、流動的で多様
性に富み、なおかつ強い復元力を持ったアジ
アの人々の生き方の中に見出そうという試み
です。それは我々自身の可能性に対する挑
戦でもあるのです。

2012年 8月
サステナブルデザイン国際会議

実行委員長　益田 文和
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サステナブルデザイン国際会議とは？
■ 開催の経緯と現在まで

　世界規模で急速に拡大する生産・消費活動
が、私達の生活に物理的な豊かさや利便性
をもたらす一方で、人間を含む生物の生存
環境を悪化させる原因となっている、という
問題意識から、1990年代以降、日本では産
官学を挙げて環境効率の向上を図るエコデザ
インに取り組み、優れた環境性能を持った製
品を数多く生み出してきた。
　ところが、個々の製品は優れた成果をあげ
ているにも関わらず、環境条件は改善されて
いない。自然環境と共生しながら今後何世代
にもわたって続けてゆくことのできるサステ
ナブルな社会は、生産に関する技術的課題
を解決するだけでは実現できない。生産と消
費は表裏一体であり、生産の質と規模を適正
化すると同時に、消費をも適正規模に是正し
つつその質を高める必要がある。消費は個
人行為である以上に社会・経済的、文化的な
活動であるため、技術革新を進めると同時に、
『社会意識改革』を引き起こすことが不可欠
で、それによってはじめてサステナブルな社
会の実現に繋がるのである。
　私達が日々仕事として取り組んでいるデザ
インという行為は、機能・形を美しく整える
ことがその本質ではない。人と人、人と物と
の関係を整えて、ものごとを作りだすことを
通して、新しい価値観の提示を行う行為であ

る。私達も自分達の得意とする分野から、サ
ステナブルな社会の実現に積極的に関わろう
との思いから、2006年よりサステナブルデ
ザイン国際会議を開催してきた。創設時、目
標として掲げたのは 20年後の未来であるが、
本会議では、目標の達成に向かって加速度的
に仕事を速める必要から、毎年目標の年を繰
り下げてきている。計算上現時点と目標年が
合致する 2016年は、地球温暖化をはじめと
する環境変化が顕在化するチッピングポイン
トとも言われている。それまでに目処を立て
なければならない。

■ 今後の展開

　2016年までに達成すべきサステナブルな
社会における私達の暮らしは、一体どのよう
になっているのだろうか。その目標に接近す
る活動を報告し、確認し合うために本会議を
開催してきた。既に議論は尽くされたと思う。
様々な知見や先進事例についても学んでき
た。そこから見えてきたことの 1つは、サス
テナビリティとは人類共通の課題であって日

本をはじめ各国の利害関係を越えたところで
しか解決できないということ。2つ目は、そ
の意味でも、もともと西欧の経済先進国に視
座を置くサステナビリティという概念自体が
再定義されなければならないということ。そ
して 3つ目が、我々は未来の話をしているの
であるが、それは常に過去を参照する行為で
あり、結局は今何をしているかという実践が
問われているということである。そこで、我々
は、まず日本と西側の立ち位置を外し、過去
と現在と未来が混然一体となってダイナミッ
クに動いている東南アジアに対話の場を求め
ることにした。次回はタイのバンコク周辺を
旅しながらのワークショップを予定している。
今後は日本とアジア諸国を行き来しつつ、多
様性と柔軟性と復元力に富んだ社会づくりに
参加してゆきたい。
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2016サステナブルデザイン国際会議
スモールンカンファレンス vol.1-3（デザインハブ）
vol.1　2010 年 10月 21日「サステナブルな町・ダビュークに学ぶ」
 講師：山崎正人（アクイナス大学助教授）（デザインハブ）
vol.2　2010 年 12月 18日「サステナブルデザイン国際会議拡大委員会
vol.3　2011 年 1月 22日「地方でクリエイティブに働く・生きる」
 講師：logue、鹿野護（WOW アートディレクター）、
 　　  小川直人（せんだいメディアテーク）

2010-2022
Destination

第 5回サステナブルデザイン国際会議

 第 2部　キーノートスピーチ

10 A・コーズ
 「Cause oriented business& Grassroots Innovation」
 本村 拓人│グランマ 代表取締役

11 B・グラスルーツ
 「ポストデジタルとサステナブルデザイン」
 沖 啓介│東京造形大学 特任教授

12 C・オルタナティブ
 「未来のスミカ project-震災から学ぶ創造」
  黒﨑 輝男│流石創造集団 CEO

13 D・レジリアンス
 「霊場＝金華山を軸とした牡鹿半島の復興」
  押切 珠喜│最上の元氣研究所・VCを支援する会代表

 第 3部　ワークショップ

14 イントロダクション
16 ワークショップ　グループ発表

 第 4部 クロージング
 第 7回サステナブルデザイン国際会議向けて

18 「バンコク開催に向けて、タイからの現状報告」
  岩瀬 大地│マヒドン大学環境資源研究学部博士課程

19 「Destination 2011-2021を終えて」
 益田 文和│サステナブルデザイン国際会議実行委員長

20 次回について

Destination

第 11回サステナブルデザイン国際会議

各回の講演者や参加人数など、

詳細はホーページをご覧ください。

www.sustainabledesign.jp
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Destination

第 6回サステナブルデザイン国際会議

2012-2020
Destination

第 7回サステナブルデザイン国際会議

2013-2019
Destination

第 8回サステナブルデザイン国際会議

2014-2018
Destination

第 9回サステナブルデザイン国際会議

2015-2017
Destination

第 10回サステナブルデザイン国際会議

テーマ： Steer toward Sustainable Society／サステナブルな社会に向けデザインの舵を切る
特別講師に星川淳氏をお招きし、「行動するデザイン」のあり方をワークショップを通じて議論。
「サステナブルデザイン行動宣言」を採択した。講師：方を議論し、「サステナブルデザイン行動宣言」を採択。  
講師：星川 淳、トム・ジョンソン（アメリカ）、ラッセル・ケネディ（オーストラリア）、アアリス・シェリン（アメリカ）

2008 年 12月 7-9日　港区立エコプラザ

テーマ： Local Sustainable Community
ローカル・サステナブル・コミュニティ
地域固有の自然と風土に育まれる社会から、私
達の将来の暮らし方を考えた。講師：山本良一、
エツィオ・マンズィ二（イタリア）、千歳栄、ベニ
シア・スタンリー・スミス

2011年 2月 26-27日東北芸術工科大学（山形県）

テーマ： Asian Sustainability
　　　　アジアン・サステナビリティ
より多様で柔軟性とダイナミズムを備え
たサステナビリティをアジアから発して
いくには。講演会とワークショップを開
催。講師：サミーア・サワカー（インド）、
片岡勝、本村拓人、沖啓介、黒﨑輝男、
押切珠喜、岩瀬大地

※詳細は本報告書をご覧ください

2011 年 12月 17日　東京ビッグサイト

Focus to
 Asia

n Susta
inabilit

y

※詳細は本報告書裏表紙をご覧ください。

次回 2012年
12月 11～ 13日、タイにて

サステナブルデザイン国際会議
アンカンファレンス／デザイン前線会議
Design Front Line Meeting vol.1-3
vol.1　2011 年 8月 7日　東北大学エコラボ（仙台）
vol.2　2011 年 9月 13日　東山温泉（福島）
vol.3　2011 年 10月 15日　東山温泉（福島）

サステナブルデザイン国際会議とは？
■ 開催履サステナブルデザイン国際会議俯瞰図

テーマ： Drawing a land map of a Sustainable Society／サステナブルな社会のランドマップを描く
世界遺産白川郷を会場に、到達すべきサステナブルな社会の姿を描き、成果は絵巻物「エコイノベーション
で実現するサステナブルなライフスタイル 2025」として編纂し、「地球温暖化に関する総理懇談会」にて山
本良一組織委員長より総理に提出。講師：山本良一、谷口尚（白川村村長）、黒﨑輝男、アーネスト・ヤン・ヴァ
ン・ハッタム（スイス）、シンギー・カルトノ（インドネシア）　

2007 年 12月 21-23日　トヨタ白川郷自然學校（岐阜県）

テーマ： Finding a way to a Sustainable Society／サステナブル社会へのロードマップを探す
サステナブルデザインに関わる様々な領域の発表を通じ、細分化されたデザイン専門領域を超え統合的デザ
イン活動を開始することが火急の課題であることを確認。「サステナブルデザイン宣言」を採択。講師：赤池学、
井口浩、池上俊郎、石田秀輝、植松豊行、エツィオ・マンズィーニ（イタリア）、加藤公敬、川原啓嗣、黒﨑
輝男、ジャッキー・デーン（イギリス）、テイ・ケェン・スーン（シンガポール）、フィリップ・ホワイト（アメリカ）、
フランソワ・ジェグ（フランス）、益田文和、マリア・シシリア・ロスキャボ（ブラジル）、山本良一

2006 年 12月 14-16日　東京ビッグサイト

テーマ： Sotial Innovation-ing／社会イノベーション進行形
若い世代が取組むサステナブルなビジネスモデルの事例発表を通じ、社会変革とサステナブルデザインの可
能性をより身近に感る場を設けた。講師：アレックス・カー（アメリカ）、熊野英介、黒﨑輝男、西村佳哲

2009年 3月 13-14日　桑沢デザイン研究所、
東京ミッドタウン・デザインハブ
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■ 開催概要

名称： 第 6回サステナブルデザイン国際会議

 Destination 2011-2021

会期： 2011年 2011年 12月 17（土）13:00～ 19:30

 （エコプロダクツ 2011開催期間中）

会場： 東京ビッグサイト　会議棟 605+606会議室

 （135-0063東京都江東区有明 3-11-1 www.bigsight.jp）

言語： 英日逐次通訳、日英同時通訳

参加者数：のべ 125名（内海外より27名）

主催： サステナブルデザイン国際会議実行委員会 

 実行委員長：益田 文和（東京造形大学 教授）

 実行委員： 久下 玄（Tsug llc）

   酒井 良治（アールパートナー株式会社）

   島田孝宜

   津田 和俊（大阪大学 助教、萃点堂主宰）

   本田 圭吾（専門学校 桑沢デザイン研究所 専任教員）

共催： 株式会社グランマ　http://granma-port.jp/

 地域維新グループ　http://waa-bc.com/c-ishin/

事務局：サステナブルデザイン国際会議事務局

 105-0013東京都港区浜松町 2-3-22-4F

 （有限責任事業組合エコデザイン研究所内）

 TEL. 03-3578-1457　FAX. 03-3578-1459　

 mail@sustainabledesign.jp

 www.sustainabledesign.jp

■ 後援・協賛・協力（五十音順）

後援： 環境省（www.env.go.jp）、経済産業省（www.meti.

go.jp）、東京都（http://www.metro.tokyo.jp/）、社団法

人産業環境管理協会（www.jemai.or.jp）、社団法人日本

インダストリアルデザイナー協会（www.jida.or.jp）、社

団法人日本デザイン保護協会（www.jdpa.or.jp）、社団

法人日本クラフトデザイン協会（www.craft.or.jp）、社

団法人日本グラフィックデザイナー協会（www.jagda.

org）、社団法人日本広告制作協会（www.oac.or.jp）、

社団法人日本サインデザイン協会（www.sign.or.jp）、

社団法人日本ジュウリーデザイナー協会（www.jjda.

or.jp）、社団法人日本ディスプレイデザイン協会（www.

dda.or.jp）、社団法人日本パッケージデザイン協会（www.

jpda.or.jp）、公益財団法人日本デザイン振興会（www.

jidp.or.jp）、財団法人地球・人間環境フォーラム（www.

gef.or.jp）、NPO法人グリーンマップジャパン（www.

greenmapjapan.org）、NPO法人ミレニアムシティ （www.

npo-mc.com）、NPO法人バイシクルエコロジージャパン

（www.bejapan.org）、グリーン購入ネットワーク（www.

gpn.jp）、 国 際 機 関 APO(http://www.apo-tokyo.org/

jpn/)、国際グリーン購入ネットワーク（www.igpn.org）、

国際ユニヴァーサルデザイン協議会（www.iaud.net）、

日本デザイン機構（http://www.voice-of-design.com）、

ネイチャーテック研究会（www.nature-sugoi.net）、学

校法人桑沢学園（東京造形大学、 東京造形大学大学

院、専門学校桑沢デザイン研究所／ www.zokei.ac.jp、

www.kds.ac.jp）、多摩美術大学（www.tamabi.ac.jp/

index_j.htm）、筑波大学（www.tsukuba.ac.jp）、名古

屋造形大学（www.nzu.ac.jp）

協賛： 株式会社イースクエア（www.e-squareinc.com）、サラヤ

株式会社（www.saraya.com）、萃点堂（www.suitendo.

net）、一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協

会（www.ecozzeria.jp）、一般社団法人日本デザインコ

ンサルタント協会（www.design-consul.net）、株式会社

電通（www.dentsu.co.jp）、アズビル株式会社（www.

azbil.com/jp/）、株式会社ＬＩＸＩＬ（www.lixil.co.jp）

協力： エコプロダクツ 2011、株式会社ミチコーポレーション、

第三世界ショップ

第 6回サステナブルデザイン国際会議 Destination 2011-2021

基本情報
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■ プログラム

第6回サステナブルデザイン国際会議 Destination 2011-2021

13:00 開会の挨拶

 山本良一 │東京大学名誉教授

 サステナブルデザイン国際会議　顧問

 

第1部 招待講演

13:50 「インドの農村住民を救う、遠隔医療の技術革新」
 サミーア・サワカー 氏 │ニューロシナプティック・

 コミュニケーション 株式会社 代表

13:10 「オールタナティブな社会構造とビジネス」 

 片岡 勝 氏 │市民バンク代表

 （14:50～14:40 休憩）

第2部　　キーノート・スピーチ

14:50 A・コーズ

   「Cause oriented business & Grassroots Innovation」 

 本村 拓人 氏 │株式会社 Granma 代表取締役 

15:20 B・グラスルーツ

  「ポストデジタルとサステナブルデザイン 」 

 沖 啓介 氏 │東京造形大学　特任教授

15:50 C・オルタナティブ

  「未来のスミカ project ー震災から生まれる創造ー」 

 黒﨑 輝男 氏 │流石創造集団株式会社　CEO

今回 13回目を迎え、本会議会場と同じビッグサイトの東
ホールで開催している、エコプロダクツ展の実行委員長
をしている山本教授。エコプロダクツ展は開始時は 3日
間で 4万 5千程の来場者数であったが、現在では 3日
間で 18万人が来場される展示会に成長し、エコデザイ
ン、エコプロダクツは相当普及をしてきたと言える。し
かし、「残念ながら、私たちの社会はサステナビリティか
らまだまだほど遠いところにある。」と山本教授は指摘
する。「１日に空気中に放出している我々の CO2量は 9
千万トン。これをあと 40年で半分以下にしなければい
けない。これは皆さんが会場でご覧になっているエコプ
ロダクツだけでは達成することはできない。私は、エコ
デザインからサステナブルデザインへの、まさに社会革
新、ソーシャルイノベーションをしなければならないと
思っている。皆さん、ぜひ、実りある成果を出して頂き
たい。」と、ご挨拶を頂いた。

■ 開会にあたって

16:20 D・レジリエンス

   「霊場＝金華山を軸とした牡鹿半島の復興」 
 押切 珠喜 氏 │最上の元氣研究所・ＶＣを支援する会 代表

 （16:50～17:00 休憩）

第3部　　ワークショップ 

  「アジアの人々と共有する、
 　地球ひとつ分の暮らしをデザインする」

17:00 イントロダクション

17:30 ディスカッション

18:30 グループ発表

第4部 クロージング

19:00 「タイからの現状報告」
  岩瀬 大地 氏 │マヒドン大学環境資源研究学部博士課程

19:20 「Destination 2011-2021を終えて」

 益田 文和 │東京造形大学教授

 サステナブルデザイン国際会議実行委員長

19:30 閉会

 （19:45～20:30　交流会）

1946年茨城県水戸市生まれ。
69年東京大学工学部冶金学科卒業。74年同工
学系研究科大学院博士課程修了、工学博士。74
～ 76年マックス・プランク金属研究所客員研究
員。78～ 80年ブリティッシュコロンビア大学中
間子研究施設 µSR国際共同研究。81年東京大
学工学部金属材料学科助教授。88年東京大学先
端科学技術研究センター教授。92年東京大学生
産技術研究所教授。2010年より、東京大学名誉
教授、国際グリーン購入ネットワーク会長、全国
環境ビジネス企業連合会会長。
サステナブルデザイン国際会議実行委員会顧問。

山本 良一　Ryoichi Yamamoto

今回の「第 6回サステナブルデザイ
ン国際会議 Destination 2011-2021」
の開会にあたって、本会議実行委員長
の益田文和より、これまでの本会議の
経緯と目的等をプレゼンテーションする
とともに、実行委員会顧問である山本
良一氏より、開会のご挨拶を頂いた。
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医療を渇望する農村の状況　　　　　　

　農村部における健康医療の改善は世界的
な課題ですが、農村住民が全人口の 70%を
占めるインドでは、とりわけ大きな問題となっ
ています。今、飛躍的に伸びている IT産業
を、いかにこの問題解決に活かすか。それが
私達の試みでした。

　インドでは 1947年の独立以降、パブリック・
ヘルスケア（公的健康医療）が大きく発展し
ました。平均寿命が伸び、乳児死亡率、全
体の死亡率は共に減少しています。農村地帯
の医療施設でも、最も多く見られるのは、政
府が提供する公的健康医療施設です。これら
の施設は、規模の小さいものから順に、「サ
ブ・センター」「プライマリ・ヘルスセンター」
「コミュニティ・センター」というものがあり
ます。施設数はそれぞれ 14万 2,000棟、2

万 3,000棟、3,200棟程で、それぞれ 5,000

人、3万人、12万人程の人々に医療サービ
スを提供できます。
　しかしながら、これらのサービスは未だ 63

万 8,000程の村々には行き届いておらず、
まったく不足した状況です。また、農村部と
都市部では大きな格差があり、例えば農村の
病院のベッド数は、都市部の 15分の 1程し
かなく、1人あたりの公的健康医療にかかる
費用も、農村部は都市部の 7倍です。

求められるプライマリ・ケアと正しい治療

　このように、インドの健康医療は需要と供

給に大きなギャップがまだまだあります。プ
ライマリ・ケア（身近な地域で、健康上の問
題や疾病に対して総合的かつ継続的に応診す
る保険医療活動）の需要が最も大きいのに
対し、供給が全く足りていません。プライマリ・
ケアが受けられず、病状が悪化してからの治
療になるため、農村の医療費のコストは都心
の 1.5倍という現象が起きており、医療の必
要から貧困に陥る人が 2,000万人程いるとの
統計もあります。
　また農村部では、公的な医療サービスは
約 20%で、その他は開業医のクリニック等
で、時に無免許の医師やパラメディック（医
療補助員）が医療行為をしていたり、アーユ
ルヴェーダやオルタナティブ・メディスン等、
西洋医学とは異なる医療が行なわれたりして
います。薬の入手も困難で、農村地域の市
場には偽の薬が 30%程も出回っています。
この 65年間で、都市部の医師を農村部に異
動させる試みもありましたが、失敗に終わっ
ています。
　しかし近年、インドの状況はめまぐるしく変
わっています。平均年収が約 2倍に高まり、
医療保険も大きく普及しました。医療保険加
入者は、2010年には予測の 1,500万人を大
幅に上回る 3億人に達し、2020年までには
全人口の 45%が加入すると予測され、政府
も GDP（国内総生産）に対する投資の割合を、
従来の 0.9%から、2012年には 2～ 3%ま
で引き上げています。
　そのような状況の中で、アジアに眠るこの
300億ドルともいわれるマーケットに、どのよ
うにしてアプローチできるのか。私達、ニュー

ロシナプティックス・コミュニケーションズの
活動をご紹介しましょう。

利用者が恩恵を受けられる
遠隔医療を目指して

　モトローラ社を退職した私と同僚のラジブ・
クマールは、マドラス工科大学のアショーカ・
ジュウジュワラ教授に触発され、ナショナル・
センター・オブ・バイオロジカル・サイエン
スの教師、ブジェエラ・マラハン先生と共に、
2003年ニューロシナプティックス・コミュニ
ケーションズ社を設立しました。そして、遠
隔医療に取り組み始めました。
　遠隔医療自体は 1970年代に始まり、以来、
インドでも試みられてきましたが、高額な医
療機材に加え、医療従事者と大規模な通信
容量のインフラが必要で、患者側がその負
担を負わねばならなかったため、普及は困難
でした。遠隔医療で最も恩恵を受けるはずの
人達が、サービスにアクセスできなかったの
です。そこで、私達は「End to End」を目
標に掲げました。つまり、ネットに繋がってい
る誰でもが、どこからでも双方向にアクセス
できることです。誰もが安価に、基本的な健
康医療にアクセスできるようにするにはどうし
たらよいか、ということを目標にしたのです。

3年の現地調査で精査し
既存インフラ、スキルを活かした
ケアステム『ReMeDiTM』

　それまでの解決策は、既存の技術を組み

第 1部 招待講演 ̶ 講演 1

「インドの農村住民を救う、遠隔医療の技術革新」
サミーア・サワカー│ニューロシナプティック・コミュニケーション株式会社 代表
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1 ニューロシナプティック・コミュニケーションズ社が
開発した診察システム「ReMeDi（TM）」。心電図、
血圧、体温計、電子聴診器、パルス酸素濃度計が搭
載され、情報をリアルタイムに見ることができる。農
村のハードウェア環境を考慮し、メモリ容量 32KBの
コンピュータでも使用可能。webカメラと動画で、
眼科、皮膚科、耳鼻科の診察ができ、多数の医師や
患者による遠隔セッションにも対応（2）。全ての医療
データはセントラルサーバで一元管理され、情報はオ
ンデマンドでリクエストできる（3）。現在、インドの
350の医療施設で使われている。

合わせ、一方的に農村に投入するものでした
が、私達は異なるアプローチをとりました。
農村地域と都市部に既にあるインフラやスキ
ルに着目し、それをベースにした安価かつ簡
易なサービスの提供に重点を置いたのです。
　地理的状況を見ながら、既存のインフラや、
医療従事者のいる場所、医師の事情や患者
の費用負担等を調べ、ビジネスモデルも検討
しました。企業と提携したフランチャイズの
ようなスタイルで医療従事者を雇用する方法
を、インド全域で実験したのです。医療に関
するエコシステムや生態系への影響、製薬会
社の状況等も調査しました。
　その中で、私達は 3つの大きな課題に直
面しました。1つ目は、診断器具の開発・製
造コスト。私達はマルチ・パラメーターとい
う器具を使うことでこの問題を克服し、さら
に、最終的にはたったの 2ワットで稼働する
装置を作り出しました。2つ目は、診察者の
人材不足です。それを克服したのが研修キッ
トです。加えて研修プログラムも設けること
で、専門技術のない人や高学歴でない人で
も、装置を扱い診察できるようにしました。
3つ目は、不完全な医療サービスの実情とい
う課題でした。様々なケースに対応しながら、
メディカル・センター付近に薬局を新設した
り、不適切な人に診断させない仕組みを設
けたり等、対策を講じました。最初の 3年で、
そうしたディテールをすべて調査し、実験し
ながらモデルに落とし込んでいったのです。
　その結果、経済的にも、パフォーマンス面
でも広められるモデルに至りました。今では
私達の最新技術による Eヘルスケア（電子健

康医療）が、インド農村部の最も大きなプラッ
トフォームになっています。昨年だけで 10

万人の患者さんが当社の『ReMeDiTM』ケア
システム（写真 3）を利用しました。75%の
患者さんが自らの村に居ながらにして医療が
受けられるようになり、40%がリピーターで、
75%がこの治療だけで回復しています。政
府、民間、NGOにも貢献しました。NGOは
サービスを提供しやすくなり、民間企業は参
入しやすくなったのです。

政府、NGO、民間と協力し、
力を統合する

　プライマリ・ヘルスケアの概念は、当初政
府により導入されました。万人の健康医療の
保証を目指したこの概念は、1978年、世界
保健機関と国際連合児童基金による「アルマ・
アタ宣言」により定義され、2000年WHO

加盟国に承認されたものです。私達は政府
のパートナーであり、さらに、民間やその他
の様々なパートナー達に、私達のシステムを
提供しています。インド政府とは、3～ 5年
間の助成プロジェクトを共にし、その成果を
政府が引き取り運営していくという、パート
ナーシップの形を取る等しています。
　一方、国際的 NPO団体のワールド・ヘル
ス・パートナーズとのプトジェクトには、現
在、1,200の村々が参加しています。村々に
は ReMeDiTMを導入したスカイ・ヘルス・セン
ターが約 128あり、1つのセンターで 1～ 2

万人を診察できます。約 20のフランチャイズ
形式で関わる開業医が健康診断等を行なうク

リニックと、約 900の薬が買えるお店も関わっ
ています。それらの機能の一番上にセントラ
ル・メディカル・ファシリティ（中央医療施設）
があり、医師や救急隊員が在中し、実際の診断
や遠隔で医療を行う場として機能しています。

さらなる医療サービスの充実を目指して

　もう一つ、NGOとのプロジェクトでは、現
在活動中の約 200の医療サービスを、今後、
ビル &メリンダ・ゲイツ財団（マイクロソフト
会長のビル・ゲイツと妻メリンダが 2000年
に創設した世界最大の慈善基金団体）の補
助も得ながら、1,500の村々に拡大していく
予定です。その 1,500の村々では移動可能
な医療従事者を約 1万 6,000人雇用し、来
年にはサービスを受けられる人の数を 7,000

万人に上げたいと考えています。これはイン
ドの人口の 6%が医療サービスを受けられる
ことを意味します。
　私達は、主に、政府、NGO、民間の 3つ
のセクターと共に、政府や投資家の支援を受
けながら事業を行なってきました。まだ色々
と課題はありますが、このサービスにはまだ
まだ大きなチャンスがあると考えています。
今後は私達の技術を使って、専門医療に到る
様々な医療費を保険で賄えるようにしたいと
いう目標がありますし、より一層、安価なデ
バイスとサービスを開発し、救急車、老人医
療、家庭への遠隔医療へも拡大できたらと
望んでいます。
　今後、多くの皆様の協力と、共に活動でき
ることをとても楽しみにしています。

安価な遠隔医療サービスを提供する、ニュー
ロシナプティック・コミュニケーションズ社
（Neurosynaptic Communications） の 創 業 に
携わり、社を成功へと導いた中心人物。その経
緯は彼の専門知識である Embedded DSPアプリ
ケーションとアーキテクチュアル・ツールによる
貢献が大きい。彼は西インドに位置するマハー
ラーシュトラ州にある Government College of 
Engineringで電気工学を学び、その後バンガロー
ルにある Indian Institute of Technologyで電気
コミュニケーションを学んだのち、モトローラ・イ
ンディア・エレクトロニクスでソフトウェアとDSP
アプリケーションに関するプロジェクトに携わる。
1999 年から 2003 年までは DACS Software の
チーフ・テクノロジー・オフィサーを努める。エン
ジニア・エクセレンス・アワードを授賞。
www.neurosynaptic.com

Sameer Sawakar　サミーア・サワカー
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日本からアジアへ
国境を超えた社会作りをめざして

　現在、僕の会社のスタッフは 100名程で、
主に東京に拠点を置いて活動しています。し
かし、3.11 の東日本大震災をきっかけに、
今後の活動は 3分の 1を日本の田舎へ、3

分の 1をアジアへ、という選択をしました。
　私は生まれも育ちも東京ですが、実のとこ
ろ、特段のことがない限り東京には寄り付か
ないようにしています。なぜなら、東京で暮
らすこと自体がリスクだから。人口 3,700万
の巨大都市は、今や放射能の危険性に晒さ
れ、通勤地獄等、様々な問題を抱えています。
そうした環境下で暮らす勇気があるなら、ア
ジアの発展途上国で活力のある人達と一緒
に仕事をして、共に問題を解決していく生き
方をしたいと考えたわけです。
　それは、ヨーロッパを旅した際、ドイツ人
と思しき人に国籍を聞いたら、〝Europian〟
という答えが返ってきたことにあります。国
籍を聞いたら、カンボジア人も、フィリピン
人も、日本人も〝I'm Asian.〟と答える。そ
んな国境を越えた社会を作ろうと僕は決意し
て、今、いろいろなことに取組んでいます。

フェアトレードから
「コミュニティ・トレード」へ

　僕がフェアトレードを始めたのは 25年前の

こと。発展途上国の人々に働く場を提供する
ことで社会貢献しよう、商品の購入を通じて
社会を変えよう、という思いからですが、次
第にこうした考え方が上から目線だと感じる
ようになりました。先進国と発展途上国の格
差の問題が取り上げられるようになったのは
1960年代、「国連開発の 10年」からです。
しかし、今、世界の中で本当の意味で困難に
直面しているの誰なのか。それは、実は格差
と腐敗にまみれた先進国に他ならないのでは
ないかと思っています。先進国にこそ大きな
問題があるにもかかわらず、「買ってあげよ
う」というような上から目線の物言いに僕は
とても抵抗を感じて、「フェアトレード」では
なく、「コミュニティトレード」をやって行こう
と決めました。地域同志が国境を越えて問題
を解決していく。金儲けのためではなく、貧
困や障害や社会不条理によって仕事に就けな
い人々のためにビジネスを通じて仕事作りを
行おうと思うのです。

一人ひとりが自分の生活を決めること
自分で問題を解決すること

　こうした私達の活動の一つに「Women's 

Work Banking（WWB ジャパ ン ／ www.

p-alt.co.jp/wwb）」というものがあります。
これは、起業家の為のスクールですが、こ
れまで 5,000～ 6,000名が卒業し、すでに
1,000名の女性起業家が日本で誕生していま

す。私達は、時代が必要とする新しいビジネ
スには新しい起業家が必要だという考え方に
基づいてネットワークを作ってきました。大
企業のような大きい組織が新しい分野に出て
行くのではなく、新しい起業家一人ひとりが
その分野のサービスの担い手になっていくこ
とが必要ではないかと思っています。
　僕はトルコからヨーロッパ、アメリカ大陸、
アジアと回って帰ったばかりです。毎年だい
たい地球を 3周半していますが、日本に限ら
ず世界各地、「誰も決められない時代が今だ」
ということを痛感しています。では、どうした
ら良いかというと、必要なのは一人ひとりが自
分の生活を決めることです。一人ひとりが自
分で問題を解決することなんです。今回の震
災でも、「かわいそうだ」といっても、国が何
かやってくれる、赤十字が何とかやってくれる、
というような受け身では何も始まらない。そ
の結果はもう見えているわけです。僕達自身
一人ひとりがやれることをやっていくしかない。

編み物プロジェクトがもたらした好循環
「ニット・プロジェクト」

　その一つが、この「ニット・プロジェクト」
です。津波被災地の女性達とともに、全国か
ら寄付された毛糸を使ってニット製品を作る
プロジェクトです。これは単なる被災地支援
ではなく、運命共同体として共に全力で取り
組んでいるものです。1口 3万円で会員を
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「オルタナティブな社会構造とビジネス」
片岡 勝│市民バンク代表
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募ったところ、百数十人の方々から申込みが
寄せられました。同時に毛糸が全国各地から
届けられ、たちまち倉庫が満杯になり、別な
倉庫を借りることになった程です。糸の太さ
も色もまちまち、仕分け作業が実に大変でし
た。中には編み棒が付いたままの毛糸もあり
ました。「私のために編んでいる最中に母が
急死し、編み棒を外すことができませんでし
たが、今回の震災のことで私が少しでもお役
に役立てるならと思いお送りします」と手紙
が添えてあった。こうしたことを通じて、編
み手さんとモノが繋がる。一つひとつの毛糸
にストーリーが沢山詰まっています。
　そして大切なのが、会員の皆さんから頂い
た 3万円の行き先です。このプロジェクトで
は、2万円が前払いで編み手さんのところへ
届けられます。「私より若い人達が死んじゃっ
て、もう生きている意味がない」と嘆いてい
た 80歳のおばあちゃんも、今では「師匠」
と呼ばれ、元気になって若手に編み物を教え
ています。先に代金を受け取っているのが張
り合いになり「これが編み上がるまで死ねな
い」となるわけです。
　出来上がったニットは、会員の元に送られ
ます。会員の方からは「おふくろに何かプレ
ゼントしたいと思っていたけど、もうこの歳に
なると照れくさくて贈れなかった。これはス
トーリーがあるから贈れました」とか、贈ら
れた方からも「ありがたくてお礼のために私
も被災地に伺いたい」等といった声を頂きま
した。そうするともう、買ってやる消費者が
偉いではないんです。そういうことに気付か
せてくれる。編み手さんや、それを支える会
員、ニットを贈られる人が皆、感謝の気持ち
になる。こうした良い循環を作っていくのが
このプロジェクトなんです。
　今、被災地は直後の興奮期、高揚期から
その次の段階に入っています。将来の生活に
対して、悲観され自殺者が増えているのはご
存知の通りですが、その一方で、話し合いな
がら、笑いながら生きている人達も大勢いる。
仕事が笑顔を作っていくのです。手を動かす

ことが生き甲斐作りになるのです。
　一人ひとりの「助けて」という声は、政府
には届きません。その声が聴こえるのはそば
にいる一人ひとりだけです。一人ひとりが動く
以外にこの問題を解決できない。それを知っ
たら、自分達で動かして行こう。こうしてでき
たプロジェクトです。このようなコミュニティ・
ビジネス、あるいは市民ビジネスを国内に沢
山興して行くことが、問題解決を政府任せに
しない、国に税金の無駄使いをさせないこと
に繋がると同時に、社会イノベーションに繋が
る。求められているのはここだと思います。

アジア各地でリーダーとなる若者を育てる

　日本および日本人は、これまで他のアジア
諸国の人々に対して、根拠のない優越感を
持っていましたが、これからは創造性がモノ
をいう時代。問題解決のために新しいことを
創り出していく人材が求められています。困っ
た時に他人がやってくれるのを待つのではな
く、「よし、私がやろう」という若者をアジア
各地で育てようとしています。実際に、僕達
は、カンボジア、フィリピン、韓国、スリランカ、
中国、台湾、インドネシア、ウズベキスタン、
インド等の国々の人達と連絡を取り合って、
「CWA（Community work for Asia） 」の 10

カ国に渡るネットワークを築いています。
　カンボジアでは「貝プロジェクト（写真 4）」
が進行中です。貝を砕いてセラミックにする
技術が日本にあると聞き、学んで現地で広め
ようと、こちらのデン君（写真 3）が日本に来
ています。この他にも、海産物・農産物の加
工や販売も地元でできるように努力している
ところです。また、カンボジアではどの村も
電気が無く、カーバッテリーを充電して使っ
ている状況ですが、太陽光発電パネルやソー
ラークッカー等の自給自足エネルギー技術を
日本の技術開発チームとともに現地に紹介し
たり、その仕組み作りを行い、カンボジアの
人々の笑顔作り、仕事作りも行っています。
　フィリピンでも現地から、仕事作りに関わ

る地域問題を解決するために協力をしてほし
いという要請があり、現在、ミンダナオ島サ
ライ地域にあるシャピーという会社をビジネ
スパートナーとして押し花付きの繊細な手透
き紙製品の生産にも取り組んでいます。

自給自足の生活の中で養われる創造力

　そして、これら海外で活動するスタッフの
踏切板となっているのが、山口県にある敷地
面積 25町歩の楠クリーン村（写真 7）での
自給自足の生活です。電気も引いておらず、
ソーラーを使って自家発電し、お茶の製造ま
で行っています。自然の中で自給自足すると
いうのは創造力を養うものです。
　このような活動を通じて、僕達はまさにこ
のサステナブルデザイン国際会議のテーマで
ある、グローバルに世界や社会の問題を解決
していこうとする若者を育てています。それ
を誰か特別優秀な人がやるんじゃなくて、当
たり前の人達が、当たり前にやっていく。そ
のようなことを目指して日本の田舎、そして
アジアで、このような活動をしています。興
味がありましたら、アジア、そしてこの自給
生活にも、ぜひ一度訪ねて来て下さい。

1スタッフ、インターンの皆さんに話しを振る片岡氏。2 片岡氏の右腕の山根多恵
さん。3 CWAカンボジア代表、チム・チョーデンさん。『貝プロジェクト（3）』につ
いて紹介してくださった。5 慶應大学 3年の菊地武朋さんはインターン。フィリピン
の『手漉き紙製品』の活動について紹介してくださった。6 東京造形大学 3年の大
西茉衣さん。インターンとして訪れた楠クリーン村（7）での体験を話してくれた。

1946年東京生まれ。大手銀行に勤めるが、管理
職直前で退社。その後 1年間、アジアを回る海
外放浪の旅に。そこで、地域の自立、住民の力
や自信回復を応援するビジネスの必要性を感じ、
帰国後の 85年、日本で初めてフェアトレードを展
開する。その後、地域女性の自立を応援し事業
計画作りやノウハウを提供する「WWBジャパン」、
社会的に意味のある事業を対象に無担保・低利の
融資する「市民バンク」を立ち上げる。市民バン
クの融資は 100件以上、貸し倒れはない。50歳
からは、次世代育成のために各地の大学で教鞭
を取り始める。教え子達が次々と全国、アジアで
自ら起業する等、社会事業家育成の師としても名
高い。CWA（Community work for Asia）ネット
ワークを提唱し、アジアのコミュニティビジネス、
その実践を通じたアジアの若者による社会事業を
応援する。現在までに世界 100カ国以上を訪問。
LCCで世界をどこまで回れるかに挑戦中。65歳、
好奇心が〝ステイ・ヤング〟の秘訣。
www.p-alt.co.jp/asante

片岡 勝　Masaru Kataoka
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アジアの人々の「動機」に導かれる活動

　我々は元々アジアにフォーカスをしており、
インド、バングラデシュ、インドネシア等、計
12カ国の BOP※市場に対し製品や流通の開
発をしています。現場の人達を巻き込む時、
彼らにとっての利益は単にお金だけではなく、
社会進出や教育の提供も大きな魅力で、そ
れらを包含していくことがとても重要です。
加えて、プロジェクトを行なう時に大事なのは
「Cause」つまり、動機です。なぜそれをや
りたいのかということ。それが先ずありきで、
それに対するゴールやミッション等、さらに根
本的な課題が見えてきます。課題をしっかり
理解した上で、ニーズを追求していかねばな
りません。アジアでは長期ビジョンも必要で
す。ビジョンを持って、それを言葉で表わし
ていくことも非常に重要だと思っています。

『世界を変えるデザイン展』で
本来見せたかったもの

　2010年に開催した「世界を変えるデザイ
ン展」では、BOPに対する世界の様々なイノ
ベーティブなソリューション、プロダクトを 80

点程集め見て頂くことができました。安価な
ソーラーランタンやウォーターフィルター、イ
ンドの義足。資金面の問題もあり、会社がい
つ潰れるかわからない程の危機に陥りました
が、結果、10万人以上の方々に来場頂き、
何よりもグローバルなネットワークを作れた事
が今に繋がっています。多くのデザイナーや
エンジニアにも出会い、彼らが持つポテンシャ
ルを社会に還元していきたいと思いました。
　しかし、この展示会では、様々な問題も感
じました。その一つが、果たして〝誰を中心

に〟世界を変えるデザインなのか、ということ。
僕らはこの問いに対し、〝現場発〟ということ
が答えだと思っています。現場での成功事例
はすべて「想像力」からきている。こうした
発想をもっと形にしていけるのではと思ってお
り、現場発でプロジェクトやビジネスを作って
いきたい。そこに我々が共創者として関わっ
ていくことが非常に重要じゃないかと思ってい
ます。「世界を変えるデザイン展」で本来見
せたかったのは、実はこういうものでした。

グラスルーツ・イノベーション

　あるカンファレンスのムービーで「Key 

Resource is knowledge of the poor.（これ
からは現地の末端の人達の知識、発見、アイ
デアにかかっている。）」というインド人のア
ニール・グプタ氏の言葉に偶然出会いました。
まさにこの言葉につきると思った僕は、彼に
一目惚れし、昨年 6月、アフマダーバードま
で会いに行きました。彼の専門はサステナビ
リティと農業ですが、彼は 1985年頃から身
銭で 8つの組織を作り、2000年からはイン
ドの大統領も巻き込んで国家機関 NIF（The 

National Innovation Foundation）を立ち上
げ活動しています。彼の元には 16万程の『グ
ラスルーツ・イノベーション（草の根の改革）』
のアイデアが集まっています。最も多いのは
第一次産業の行程改良のアイデア。2006年
からは学生も巻き込み、アイデアをリ・デザ
インして商品化し、パテント保護もしていま
す。ベンチャーキャピタル機能を持つ組織も
でき、流通促進も支援しています。
　ある著名なグラスルーツ・イノベーターは、
年商約 520万円。冷蔵庫や浄水器を作り、
インドのみならずフランス、ブラジルなど世

界で販売され始めています。社会的課題を
意識している彼らイノベーターが、そもそも
携えていたアイデアやビジネス性を合わせて
いくと、小規模でもあらゆる地域でニーズが
生まれる可能性のあるイノベーションを興し
てゆけるのでは、と我々は注目しています。
我々はこのことをグプタ氏に提案しました。

今後の取り組み

　リ・デザインしたものを商品化していくには、
大きな穴があることも実感しています。商品
化した場合にどれ程の市場があり、どんな技
術を加えればより多くの顧客が得られる。そ
ういったノウハウを持つエキスパートがいな
いのです。しかし、現場にデザイナーが 1人
いるだけで、価値の見方は変わってきます。
今、現地の困難や彼らのアイデアに対し、デ
ザイナーやマイクロベンチャーファイナンス
等が徐々に集まってきており、こうした事業
に必要な投資額は高くて 100万円、先行投
資は 5～ 6万円程なのです。
　今、日本で作る時代ではありませんが、
アジアの人が今大変興味を持っているのが
〝made with Japanese〟です。そして、日
本だけでなく、マレーシアや韓国、台湾のデ
ザイナー、エンジニアが、同様なモチベーショ
ンで社会的事業を起こし、世界に対して大き
なきっかけをつくるプロジェクトに参加したい
と叫んでいます。グラスルーツ・イノベーショ
ンが既にシステム化されているのは、まだマ
レーシア、中国、インドのみ。これをグプタ
氏と共に 12カ国に拡大していきたい。さら
には2013年 4月、「世界を変えるデザイン展」
で、これらのグラスルーツ・イノベーションを
日本の皆さんに紹介したいと考えています。

「Cause oriented business & Grassroots Innovation」
 本村 拓人│グランマ 代表取締役

第 2部 キーノートスピーチ 1 ̶ コーズ

「現場発で成功している事例にはイマジネーションがある。僕
自身は、貧困を〝想像力の枯渇〟という観点で捉えている。」
「やりたいことにはできる限りのお金を使う。形になってから
人々がついてくる」とグランマの活動哲学、考え方を語って
下さった本村さん。アジアを中心に年間 300日ほど海外で
活動しているという。

1984年 4月 28日生まれ。高校卒業後、愛知県にて
派遣会社を興す。一年間の会社経営を経験した後、ビ
ジネスへの関心を強め、予てより計画していた米国 NY 
への留学を実現。NY State University of　Morrisville 
へ進学する。在学中、バングラデシュの都市ダッカから
人類発祥の地であるアフリカ大陸までを陸路で歩みき
る。こうした放浪中に資本主義の残した正と負の軌跡を
直視した経験から、 2009年 4月株式会社 Granmaを
設立し（http://granma-port.jp/）、世界で約 40億人い
ると言われる年間所得が 3000ドル未満の生活者が持
つ Human Basic Needsを満たす安価な製品の開発か
ら流通設計までを行う事業を開始。2010年 5月「世
界を変えるデザイン展」実行委員長を努める。（http://

sekai-design.org/）

本村 拓人　Takuto Motomura

※ 1 BOP = Base of the Pyramidの略。世界の所得別人口構成で、最低所得層を指し、約 40億人がいるとされる。
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「ポストデジタルとサステナブルデザイン」
 沖 啓介│東京造形大学　特任教授

「アートやデザインのアーカイブを作るのはすごく難
しい。特にデジタルはどんどんフォーマットが変わっ
ていて、2001 年頃にコンピューターで作った僕の作
品も、もう再現出来ない。反対にこの曲は、何千年
もの時間を通してまだこうやって演奏できる。すごい
こと。」と、3世紀に「竹林の七賢」の阮籍（げんせき）
が作った「酒狂（しゅきょう）」という曲を演奏して下
さった。阮籍が政略結婚を避ける為に日々酔っぱらっ
い、自分の酷さを見せるためのパフォーマンスをし
ていた時の気持ちを唱った曲。

多方面で注目を集める「ポストデジタル」

　国際的な会議で耳にする機会が多くなった
「ポストデジタル」という言葉。これは、マ
サチューセッツ工科大学メディアラボのディレ
クター、ニコラス・ネグロポンテが「Digital 

revolution is over（デジタル革命は終わって
いる）」と述べたところから始まりました。そ
れ以降、それまでデジタル技術を駆使し先端
を走っていた人達が、デジタルの次の世界に
ついて考えるようになりました。これがポスト
デジタルということです。例えるなら、蒸気
機関が発明され、革命的な意味を持ってい
たのは最初の 10年程。それ以降はごく当た
り前の動力として使われるようになりました。
それと同様に、デジタル技術も今やごく身近
なものとなり、インターネットの全地球的な
発達や人の DNA解析等に見られた当初のイ
ンパクトは既に過去のものとなっています。

第二、第三の波の間で
今何が起きているのか

　今後の見通しについての興味深い資料が
あります。1980年にアメリカの作家、未来
学者であるアルビン・トフラーによって書かれ
た『The Third Wave（第三の波）』という著
書です。当時、来るべき技術革命によって世
界が変化するということが話題になり、テレ
ビ番組にもなりました。工業化社会の第二の
波から、情報化社会の第三の波の訪れによっ
て世界はめまぐるしく変わるという内容です。
私達は今第二と第三の波の真ん中あたりにい
る状況です。発売当時は、誰もが情報技術
革命の衝撃だけに注目していましたが、今読
み返してみて最も興味深いのは、むしろその

ラストの部分に書かれています。「第二の波
の工業社会時代の共同体がなくなり、まだ第
三の波の情報化社会の共同社会が成立して
いない時期に、人々は多くの苦難に直面する」
ということが書かれているのです。古い家族
の絆は弱くなり、数世代で暮らす家族には財
政的な支援をしたらどうかとか、人の繋がり
が少なくなってペットを飼う人が増える等、今
私達を取り巻く現実の世界を描きだしている
ように思います。それらは今の言葉でいえば、
グローバリゼーションの弊害としていわれて
いるような事柄です。そこで、私はトフラー
のいうところの第三の波の共同社会であるか
もしれない、新しい社会の共同性を追求して
いくことがこれからの社会であると思ってい
ます。また、それは「ポストデジタル」を進
行させることで獲得する思想に基づいている
のではないかと考えています。

ポストデジタル時代の
サステナビリティを考える

　この度の震災は、私が今後のデザインを考
えてゆく上で、また、人的なネットワーク作
りとしても非常に大きな
きっかけになりました。
それが、先程片岡先生
もお話なさった、「ニット・
プロジェクト」です。津
波被災地の岩手県宮古
市と、福島第一原発事
故で会津若松市に避難
している大熊町の女性
達とともに、全国から寄付された毛糸を使っ
てニットの製品を作るプロジェクトです。僕は
このプロジェクトに、SNS（ソーシャル・ネット

ワーク）ならぬ、「ソーシャル・ニットワーク」
と名付けました。ニットデザイナーの三園麻
絵さんは、「ニットで織物を作って収入を得る
だけではなく、多くのものを震災で失った皆
さんが集まって話しながら手を動かすことで、
心の痛みを癒す効果も得られる」と仰られて
います。実はそれが最も重要なことだと思い
ます。今後もどんどん新しい社会イノベーショ
ンが出現すると思いますが、その中で人間や
社会にどうフォーカスしていくかが非常に大
切です。私は、社会イノベーションを起こし
ていくことが、ポストデジタル時代のサステ
ナビリティだと思っているのです。

時間とともになくなるメディア
なくならないメディア

　最後に、今日は楽器を持ってきているの
で弾こうと思います。これは中国の楽器で、
古
ぐーちん

琴といいます。3000～ 4000年の歴史が
あるのに、形が全く変わっていない楽器です。
普段僕はエレクトロニクス系の楽器を弾いて
いますが、コンピューターを使って作った曲
は、時間の経過と共に演奏できなくなったり

します。その反対に、こ
の曲は何千年もの時間
を通してまだ演奏できて
いる。これこそがまさに、
東洋的、文化的なアジア
ンサステナブルではない
かと思っています。デジ
タルでなくてもこのよう
に繋がっていけること。

文化のサステナビリティ、アジアのサステナ
ブルな関係というのを考えていく上で、１つ
のヒントになるのではないかと思います。

第 2部 キーノートスピーチ 2 ̶ グラスルーツ

東京都生まれ。多摩美術大学美術学部卒業。デ
ザイナー、アーティスト。広告、メディアの仕事
の後に渡米。ニューヨークでグリーンマーケティ
ングと環境マネジメント、環境コミュニケーショ
ンのコンサルテーションを企業、自治体むけに
開始する。カーネギーメロン大学 STUDIO for 
Creative Inquiry研究員を経て、作品発表、研究・
論文発表、講演を国際的に行っている。メディア
デザイン、サステナブルデザイン、メディアアー
トが専門分野。

沖 啓介　Keisuke Oki
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被災地に必要なのは、クリエイティビティ
創造は破壊から生まれる

　僕達が東北の被災地で行っている活動に
「HEARTQUAKE PROJECT／ハアトクエイク 

プロジェクト（www.heartquake.jp）」という
ものがあります。今回の大地震の後、様々な
ことが起きて悲しいと思うと同時に、僕にとっ
てはクリエイティブとさえ思える状況がありま
した。悲しむだけではなくて、前向きになれ
るような、何かクリエイティブなことも、現地
には必要と思い、震災で壊れた馬小屋を皆
で改装してカフェにしたりということをやって
いました。時に不謹慎だといわれたりしなが
らも̶不謹慎という概念が非常に難しくて、
僕らなりに一生懸命に考え行動していたんで
すけれど̶少し静かに、そんなことをやって
いました。
　今日のテーマである創造と破壊。英語では
破壊は〝Destruction〟。創造は通常〝Creation〟
ですが、今回の場合は〝Construction〟、つ
まり建設。建築業界で一時期「デコン」とい
う言葉が流行ったことがありましたが、壊した
り結びつけたりしながら、大きな創造がある。
破壊は大きな創造、世界創造の中の一部で
はないかというように僕は思うんです。
　悲観的に考えるばかりでなくて、震災があっ
たからこそできる創造はないだろうか ? と探
すことが面白いんじゃないか、健全じゃない
かと、僕は思うんです。
　つまり、こういったことに対して、違った
色、違った視点、違った次元で見て、五感に
訴えることによって、想像力を働かせて、創
造的になるということが一番クリエイティブな
んじゃないかと、僕は思うんですね。
　壊れてしまったものを「元どおりに戻そう」

というのは、どうかと思うのです。例えば、
東北ではこの地震の起きる前には電柱が沢山
立っていました。「電柱がなかったら、この田
園風景はどんなにきれいだろう」と思ってい
たところに、津波が来て電柱も何もかもなく
なってしまったわけです。今度は電柱を地中
化して新しい町作りをすればいいと思ってい
たら、真っ先に復旧されたのが電柱だったり
する。それが日本人の弱いところだと思うん
です。元に戻すことしか頭にない。クリエイ
ティブな視点がない。想像力がない。

住むこと、生活すること、生きることを
再考するプロジェクト

　僕がもう一つ取り組んでいる「未来のスミ
カ（www.mirainosumika.com）」というプ
ロジェクトがあります。これは、住むこと、生
活すること、生きることを再考する建築の試
みです。この根本にあるのは破壊と創造が合
わさった考え方です。世界中の建築家に「未
来のスミカ」というテーマで建築の未来を描
いてもらいました。また、家の価格に注意が
偏りすぎる現状に対するアンチテーゼとして
「$1000ハウス・プロジェクト」、エネルギー
と情報の自立を考えた「アンプラグド・ハウ
ス」、あるいは自然素材で建築する「マテリ
アルハウス」というものもやっています。

技術ではなくて
そこから生まれる物事を大切にするべき

　これらをデザインする時の姿勢として、僕
は、Random（不規則）、Freedom（自由）、
Wisdom（叡智）ということを大切にしたい
と思っています。しかし、今の学校教育とい

うのは偏差値だったり、お利口であることだ
とか頭がいいとか、勉強ができることにだけ
走っていると思うのです。重要なのは〝叡智〟
があることではないでしょうか。
　元々、デザインというのは靴屋のおじさん
等、ごく普通の職人さんが手を動かしながら、
試行錯誤をして生み出していたわけです。と
ころが今は、デザインで何かを生み出そうと
いうことよりも、若い人達は皆、「私はコン
ピュータができます」と言うわけです。技術
じゃなくて、そこから生まれてくる事物のほう
がむしろ重要なのに。
　それで、今、現代工芸が注目されてきて
います。僕達は独立系シンクタンク「未来イ
ンスティテュート」を作ったのですが、今後
はそこに技術ではなくて、叡智がある世界中
の天才少年達を集めようと思っています。

新しいスタンスを持つ人が
スターになれる時代に

　国破れて山河ありではありませんが、今、
住まいに於いても何もかも、古くからある日
本の生活文化、日本のコンセプトというもの
が崩壊しているわけですよね。
　これでは、当然、叡智ある人が育つという
よりも、勉強をしてお利口になって就職する、
という人達ばかりになってしまいます。教育
が歪んできていると思うんです。しかし、逆
に僕達にとってこれはすごいチャンスじゃない
かと思います。やる気と感受性さえあれば、
テーゼと偏差値による考え方を払拭する時代
になるのではと思います。これからの時代は、
彫刻やデザイン、ファッション等にクリエイティ
ビティを持って一生懸命に取り組んでいた人
達がスターになる時代だと思います。

「未来のスミカ project-震災から学ぶ創造」
 黒﨑 輝男│流石創造集団　CEO
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「これまでの型にはまらない、新し
いスタンスを持つことがこれからの
社会では必要」と、黒﨑氏。2012

年 2月には、様々な才能が集まる
クリエイティブなワークスペースと
して「みどり荘」をオープン。

1949年東京生まれ。早稲田大学理工学部応用
物理学科卒業。アンティーク家具の輸入販売を経
て「IDÉE」を創立。オリジナル家具の企画販売・
国内外のデザイナーのプロデュースを中心に『生
活の探求』をテーマに生活文化を広くビジネスと
して展開。また「東京デザイナーズブロック」「R
プロジェクト」等デザインを取り巻く都市の状況
を創ることに継続的に取り組んでいる。2005年
流石創造集団株式会社を設立。同9月、廃校となっ
た中学校校舎を再生した「世田谷ものづくり学校
（IID）」内に新しい学びの場「スクーリング・パッ
ド」を開校。2009年 6月、自由に教え自由に学
ぶ「自由大学」を開講。国際連合大学文化顧問。
www.flowstone.jp

黒﨑 輝男　Teruo Kurosaki
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「今までもなんとかなってきたんで、これからもなんと
かなるんちゃうかな」と軽妙な口調ながらも、押切氏
は強い信念をお話下さった。

KEYNOTE SPEECH / RESILIENCE "HALLOW GROUND, RECONSTRUCTION OF OSHIKA PENNINSULA FROM KINKAZAN MOUNTAIN" TAMAKI OSHIKIRI 13

活動をしてる中で聞こえた
これまでの暮らしへの反省の声

　ボランティア支援をしている押切といいま
す。僕の生業は山形の温泉旅館なのですが、
震災後、避難所のようになってしまっていまし
た。これもやむなしと思ってた時、阪神淡路
大震災の時に一緒に活動した仲間が石巻や南
三陸に支援に来て、「お前も早く来い」と呼
び出されました。行ってみると、現地はむちゃ
くちゃな状態。最初はテントを張り、その後
は公民館を借りてボランティアを迎えながら、
泥出しをしていましたが、そのうちに地域の
人から信頼され、あれこれ頼まれるようにな
りました。泥出しだけでなく、壊れた石垣や
漁網を治したり、海に散らばった養殖用ホタ
テ殻を集めたり、色々なことをしました。離
島でも活動したりしました。
　そういった活動の中で、ある時、地域のお
年寄りが「地震でこんな目にあってるけど、
今までを一度反省して、一から出直していく
ための啓示じゃないか」と言うのを聞きまし
た。ついこの間までの大量生産・大量消費が
本当によかったのか。牡蠣が獲れるから獲る
のじゃなく、牡蠣が売れるから作って、売れ
なかったら無理矢理にでも売って、海に負荷
をかけながら自分達もあくせく働く。そうで
はなくて、もっとちゃんとした暮らしが本当は
あったのではないか、と。まるでヒッピーみ
たいな発言を、漁村の人達がするんです。

金華山の復興からはじまる心の復興
自然を大切にした素朴な経済

　この地域には、金
きんかさん

華山という奥州三霊場の
一つがあります。石巻市の先の牡鹿半島の

さらに先にぽかんと浮かぶ島がその金華山で
す。その金華山の黄

こがねやま

金山神社に 3年続けて
お参りすると、一生お金に困らないという言
い伝えがあり、この金華山への参拝客が来る
から、この牡鹿半島は潤い、人々は生活して
いたそうです。最盛期は年間 60万人を超え
た参拝客も、震災前は 10万人を下回ってい
たそうですが、地域の人々の意見では「金華
山が復興しないと、心がなんとなく空っぽで、
生きてる心地がしない」というのです。
　そういったことで、金華山への参道に横た
わる木や石を取り除く作業しているうちに「信
仰心、あるいは自然に対する畏敬の念を大切
にしたもっと素朴な経済が、今なら作れるん
とちゃうかな」と感じました。
　かつては参拝客に海産物や鯨の骨で作った
加工品等を販売し生計を立てていたのが、目
先の利潤だけを追求してしまったことで、信
仰心に全く関係ない開発が進み、漁場が荒廃
し、地域の活気も後退させてしまった。そん
な状況を、先程のお年寄りが言っていたよう
に、地震と津波が一回流してくれたんじゃな
いかと。今までの失敗から学んで、自然の理
にかなった漁業や地域の歴史とか文化に根ざ
した新たな観光が、今ならできるんじゃない
かと思うわけです。

住んでる人が地域の魅力に
納得のできる観光

　観光について、僕自身が赤倉温泉という温
泉街におってよく思うのは、そこに住んでい
る人が幸せである観光じゃないと面白くない。
そして、住んでる僕達に対して尊敬の念をもっ
て大事にしてくださるのであれば、僕達も仲
間としておもてなしします、こういう視点で観

光を見ないといけないと思います。例えば、
お金払ってバス乗り付けて酒飲んでわいわい
騒いで、それで町にストレスを捨てていくよう
な観光では前と同じですから、これから牡鹿
半島の復興を観光で考える時には、こうやっ
たら客は喜ぶ、金落とすじゃなくて、地域の
ことを「いい所だなここは」と思われる場所
にしてかないかん、と思います。住んでる方が
主人公で、住んでる方が本当にここはいい所
だと思える地域を作ってゆくと、自ずと観光も
納得できるものになってくんちがうかなと。

　持続可能な復興のカタチを求めて

　今後は黄金山神社の方とも相談しながら、
「講

こう

」という、信仰をに根ざした人々のネッ
トワークを復活できたらと思っています。ま
た、人を呼ぶための仕掛け作りをするため、
被災地を食い物にしない信頼できる旅行会社
と出会えたらと思います。それから、信仰心
を基本とした観光客に向けた魚介や土産の販
売についても考えなければと思っています。
　お金はどうしてるのかと、よく聞かれます
が、あるからするんじゃなくて、有ろうが無か
ろうが、やらないかんことはやらなと思ってま
す。自分一人じゃ解決できない事も、仲間と
やったら解決できる。そのためには、これま
での活動で得た人脈や絆をもっと繋げてゆか
なと思ってます。特定宗教には属さなくても、
こういう何百年も続いてたご神域がおかしく
なってたり、気持ちが萎えている隣人がいた
ら、人間としてそれをほっとけん。そういう
気持ち。それも一種の信仰心やと思うんです。
そういうところに立脚しながら僕らはじっくり
と腰を据えて、「もう来んでもいいよ」と言
われるまで続けようと思います。

「霊場＝金華山を軸とした牡鹿半島の復興」
 押切 珠喜│最上の元氣研究所・VCを支援する会 代表
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1960年大阪府生まれ。学生時代より劇団、バンド、
社会運動等の活動をし、コピーライターのアルバ
イトをきっかけに、展示会企画制作等を務めるが、
大量生産・大量消費に依存する都市生活に矛盾と
限界を感じ、自給自足生活を志す。1988年、山
形県最上町に移り住み、温泉宿を開業。1992年、
IT産業への進出を乞われ上京し「湯治舎」を設立。
イベントや CMの企画・制作、コーディネート等
を生業とする。1998年、長女小学校入学と共に
再び温泉宿を再開。地域作りに関するプロデュー
ス活動を展開。2005年より、14年間廃業して
いた赤倉温泉の「山の湯ロッヂ」を再興し居住。
2011年 4月、東日本大震災復興支援のため「ボ
ランティアセンターを支援する会・山形」を設立。
石巻市内沢田地区に在る志の畑集会場に拠点を
置き、被災地支援活動を展開中。

押切 珠喜　Tamaki Oshikiri



 テーマ「アジアの人々と共有する、
　　　　 地球ひとつ分の暮らしをデザインする」

第 3部 ワークショップ

　今や 70億人が暮らす地球。その環境のバランスを壊すことなく
我々が得ることができる資源やエネルギーには自と限界があります。
日本人はその限界をはるかに超える消費によって現在の暮らしを手
に入れました。そのしわ寄せを受けてきたアジアの経済新興国が急
速な経済的成長を遂げる中で、日本はむしろ資源消費のボリューム
を落としながら、適正規模の経済活動によって維持できる新しい暮
らし方を実践する必要があります。アジア各国と協力し、アジアの
一員としての責任を果たしつつ、日本らしさを失わない暮らしを今
後何世代にもわたって続けてゆくために、具体的で実践可能なアイ
デアを開発すべく、ワークショップを開催しました。

■ イントロダクション

　ワークショップの開始にあたって、私から、テーマについて少しお
話させて頂きます。ワークショップのテーマは、「アジアの人々と暮
らす地球一つ分の暮らしをデザインしてください」ということなんで
す。今、人口、地球の上にいる人間は 70億人を超えた訳です。で、
もちろん、地球の資源、エネルギーは限界があるわけです。その
限界を遥かに超える消費が今行われているということは、本日の冒
頭、本会議創設の経緯でお話させて頂いたとおりです。WWFのエ
コロジカル・フットプリント・レポート※ 1によると、平均して 1.5とい
う数字が出ていますけども、その中でもまだまだ少ない人、足らな
い人もいるわけですから、我々は遥かに多いわけですね。計算の仕
方にもよりますけども、こちらのイラスト※ 2を見てもらっても分かる
と思います。日本人が今しているような暮らし方を世界中の人がす
ると、地球が 2.4個必要になるというわけです。我々は消費しすぎ
ている、というのは目に見えています。なので、なにしろもう、辞
めようということなんです。重い物を背負いすぎてる。それを降ろ
すこと。これについて、皆様賛成して頂けるでしょうか。

　それで、問題は「何を降ろすか」。色々な物を持ち過ぎていて、
よくわからないと思うんですけど、何がいらないものか、何を降ろ
すか。今日のワークショップでは、それを考えてください。そして、
それを 1つの提案にまとめてください。今日のワークショップの締
めは 1テーブル 1案、１つのイラストにし、発表して頂きます。何
をなくしたら我々は自由になれるのでしょうか。

WORKSHOP14



日本で暮らす私たちの日々の生活は、どれくらい地球の環境に負荷を与えているのか ? 「エコロジカル・フットプリント」は、その負荷を数値で示す方法の一つ。ワークショッ
プ参加者へは、事前にこの「エコロジカル・フットプリント」に関する資料に目をとおして頂き、参加頂いた。   1 エコロジカル・フットプリントをわかりやすくまとめたイラスト。
（出展／ NPO エコロジカル・フットプリント・ジャパン、作成／ LLPエコデザイン研究所）  2  WWFジャパンがまとめた、「エコロジカル・フットプリント・レポート 日本 2009（出
展／WWF）」。日本のエコロジカル・フットプリントをまとめた初めてのレポート。日本の生活が地球の生産力の 2.3倍に相当する消費に支えられていることを指摘した。レポー
トはWWFのホームページからダウンロードが可能（URL／ http://www.wwf.or.jp/activities/2010/08/884825.html）
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なければならないということだと思いました。

　Cグループ

　大きなランドマークをとることで
　見えてくるローカルの魅力

　我々のテーブルでは、先ずメンバー同士
で、今まで旅をした場所と日本との違いにつ
いて話し合いました。先程、押切氏から金華
山の話がありましたが、金華山は神社が地域
の大きなランドマークとなっていて、そこに
向かって参道と人の流れができ、そのように
して賑やかになっていったという話がありまし
た。今、旅行というと、共体験型ツーリズム
を人々は求めることが多いと思いますが、そ
こに「消去法」を持ち込んだらどうなるかと
いうことになりました。その消去法というのは、
「観光地図からランドマークを消してみよう」
という提案です。
　今の地図は沢山ランドマークが書いてあり
ますが、所々ぽっかり記号がないところもあ
る。実は、そこにローカルな面白いものが
潜んでいる、本当のローカルが残っているの
ではと思うんです。そこで、ランドマークを
消した地図を作ってみたらどうかという提案
です。そうすると、ランドマークのない所に、
新たな小さなランドマークがどんどんできて
くるのではないか。
　それが、先程の金華山に向かう大きな参
道のようになっていくのではと思うわけです。
大きなランドマークを消すと大きな観光の参
道ではなく小さなランドマークと小さな参道
ができてくる。そこに人が集まって、自分が
見つけた面白い物が地域資源の価値として認

　Aグループ

　ものを減らす根本は自分の中に

　私達のテーブルでは、「人の繋がり」とい
うのがとても大切だという話しになりました。
最初は「物」寄りの話が中心だったのですが、
徐々に、瞑想等、物質ではないところにアジ
アの心があるのではということで、その、瞑
想という時間の中に人や地球、自然との繋が
りや、暮らしというものがある。それをもう
一度再稼働することによって、おそらく、我々
の生活というのは、最終的には物やお金に関
わったりするんですけれども、その根本とい
うのは、やっぱり自分の心の中にあるので、
アジア的な瞑想、精神世界へと、最終的には
行き着いたというところです。

　Bグループ

　国単位の思考、お金の思考からの
　シフト、人をみること

　我々の結論は、「人」です。人が変わらな
いと何も変わらない。我々のチームには、タ
イからのファイさん、香港からのテンさん、
そして参加者中最高齢の田中さん、片岡先
生の所で自給自足を体験した大西さん等、
色々な所に住んでいる色々な考えを持ってる
方が集まり話し合いましたが、結局、あまり
お互いの価値観が認め合えないというか、分
かり合えないところが非常にありました。で
も、それこそが真実で、そこで我々はやっぱ
り大局着眼、小局着手だと思いました。
　イラストに書いてあるように、日本とかタ
イとか国単位で見るだけではなく、視点を大
きくして世界、アジアを見ること。そこから
始めます。それから、お金で考えるのではな
くて、他のいいものがあるんじゃないかとい
うことを考えます。ここまでは個人で考える。
そして、その後は、個人ではなくて、お互い
のことを知り合ったり譲り合ったり、理解しな
がら生きてゆくこと。そこが非常に大事だと
思います。そこは、多分、サミア氏が言って
いたように、技術やお金が必要だというので
はなくて、やっぱり人を見てみてやっていか

められてゆくような新たなツーリズムができ
たらいいのではないでしょうか。

　Dグループ

　「シェア」する暮らし

　私達は、家をシェアしたらどうかという案
が出ました。これは壁を減らすというとこ
ろから始まりました。一人暮らしや二人暮
らしなどの少ない人数での暮らしというの
はすごい無駄が多いんじゃないかという事
で、家を共有して、少ない家電で暮らせたら
良いのではないかなという考えがありました。
そして、壁を取り払う事でで少ない電力で生
活できるとともに、家族や友人等に絆が深ま
るのではないかという考えが出ました。そし
て、家庭がよくなれば、地域や社会全体がよ
くなるのではという提案に至りました。

　Eグループ

　季節・気候に合わせた暮らし方の
　ための製品を企業が提供すること

　我々のテーブルでは、人口や環境、ジェン
ダーの問題等、色々考えましたが、エコロジ
カル・フットプリント 2.3個を 1個にしてゆく
中で、結局は、「謙虚さ」であるとか、「足
るを知る」といったところが一番大切なので
はと思いました。今の日本人の生活を見てみ
ますと、いつでも同じような暮らし方をして
いるというのが問題だと認識しています。
　ただ、今回の 311で、そういった毎日同じ
生活であることというのがおかしいということ
に、皆さん気が付いたかと思います。で、こ
れは、そういった生活用品しか企業が出して
いないということも問題かと思います。まあ
今、色々な自然エネルギーとかが普及しつつ
有りますが、日本には四季とか天候が色々あ
りまして、そういった天候によってはエネル
ギーが得られない時もあります。
　今回、私達は、お風呂を題材に考えました。
日が照ってエネルギーが確保できるときはお

第 3部 ワークショップ

 グループディスカッション　発表
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　Gグループ

　鎖国で認識する、
　適切な暮らし方の規模

　鎖国をします。今、範囲は日本という
しきり方をしていますが、仕切りの単位
は色々あるかもしれませんが、一回、分
かりやすい所で流通の範囲を仕切ってしまう。
それによって、使っていい量をきっちり認識
しながら使おうということです。
　エネルギー、食、文化など、昔は日本に
良い文化があったのに今は有効に活用され
ていないとか実は使っていないものもあると
か、そういうものも含めて、今ある物を使っ
てくらす。できるだけ今の範囲でやっていこ
う、そういう意識をもつことで、今地球を 2.3

個分使っている暮らしを 1にしていけるので
は、そういう提案です。

　Hグループ

　何を捨てるかというより、
　何がどうしてもいるのかを考える

　私達のテーブルの結論は、「白紙」です。
私達は、非常に深い議論をさせて頂きまして、
先ず、コミュニティの在り方や仕事の在り方
をどうしようかと議論しました。
　その中の一つの切り口として、時間の過ご
し方。例えば食事の時間が決まっているだと
か、仕事の仕方や時間も社会の中でやはり
決まっている。また、それから個と公共の間、
その境界線の在り方がどうなっているのかと
いうことも議論しました。縁側的な場所の在
り方とか、カプセルホテルのような個の部分
がすごく小さくなった場があり、その他が公
共の部分になるんじゃないかとか、そういう
議論をしました。
　そこで、何が捨てられるか、ということよ
りも、『何がどうしてもいるのか ?』というこ
とに最後は話しのテーマが移り、そこで出た
結論が、「白紙」になります。
　私達がこのような結論に至った理由は、ア
ジアでのソリューションというのは、やなり、
オープンエンド（一つに決めるのではなく、
多様な可能性を残すこと。）であるのがいい
と思ったんです。この白い紙のように。

湯たっぷりのお風呂に入れば良いと思います
が、雨の日でエネルギーが得れない時は、
INAXさんの泡風呂のようなものに入ったら
いいと思いますし、あとは皆で行くようなコ
ミュニティ銭湯のようなところに行ったり。雨
の日特典があればいいと思います。 INAXさ
んは機械で泡出してると思いますが、「バブ」
みたいな入浴剤で、水にいれるだけで泡が出
るようなものだとか、災害時でもすぐ使える
ようなもの。そういう商品やサービスを企業
が出していって、エネルギーがないときの選
択肢を与えるというのが足るを知るという生
活につながるのではと考えました。

　Fグループ

　使う人が実際に作る行為
　お金の肥大化を有限にするシステム

　便利さを求める我々の欲求みたいなもの
を捨てましょうというのが、我々のチームが
至った結論です。例えば、物やシステム、エ
ネルギーとか、これらが全部が〝Too much〟
ですよねという話でした。とりあえず資源を
採取して、工場に持って行き物を作り、それ
を工場からマーケットに送って、そこから人々
が買い、最終的にはそれを捨てる。そういう
一連の流れがあると思います。しかし、この
流れだけではなく、使う人達が実際に作る行
為がもう少しあってもいいんじゃないかとう話
がありました。また、「お金」というものが、
そもそも、物の価値以上に肥大化しているの
が課題としてあるんじゃないかという話しがあ
り、貯められるお金を有限なものにしていく
ということが、仕組みとしてできれば、もう
少し、物自体が作られなくなるのではないか
というような話がありました。

　Iグループ

　植え付けられた価値観を捨て
　新しい価値観に気がつく

　「何をなくすか」というテーマで、議論は
紆余曲折しましたが、最終的には「植え付け
られた価値観を捨てる」というところにたど
り着きました。物々交換をかっこよくできる
といいとか、収納をするスペースがあるから
物が増える、という話をしまして、結局、こ
れっきりの箱、この箱さえあれば生きていけ
る、という、有限性や必要最低限のものとい
うことを象徴的にデザインしました。箱の横
にちょっと棒が引いてあるのは、前使ってい
た人のメッセージが描いてあって、その思い
や気持ちを引き継ぎながら次の人が使ってゆ
き、ずっと使い続けていけるんじゃないかと
いうことを象徴的にデザインしました。 iBox

と名付けました。

　Jグループ

　メガシティを捨てる
　東京を出る

　何を捨てるかと言ったら、先ず、メガシティ
を捨てようという話しになりました。で、日
本で言えば東京を捨てて、小規模な村を作り
ましょうと。
　畑があって田んぼがあって、衣食住が足り
て、そこで物々交換をして暮らす。家の形と
しては、先ず、ロケット・ストーブがあって、
ソーラー式のヘルスケア用品があったり、あ
とはネットインフラがあったり、そういうもの
を共有していく。農業もする。僕らのグルー
プの提案は、東京を出て田舎に行くというこ
と。「Un Tokyo」という提案です。
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来年のバンコクでの会議に向け、タイの持
続可能な開発を考える上で重要と思われる、
2つの事例をご紹介させて頂きます。

「王室」が取り組む開発プロジェクト

最初の事例です。タイ北部、国境近くのド
イトゥンで、1988年、プミポン現国王の母、
シーナカリン王太后によって森林再生と山岳
民族自立支援を通じた麻薬撲滅活動が始めら
れました。「ドイトゥン開発プロジェクト」です。
当時ドイトゥンは、ケシ栽培とそれに伴う焼畑
や森林乱伐で荒れた状態でしたが、王太后が
この地域の改善を決意され、プロジェクトを
初めました。
第 1期の開発目標は、とにかくケシ栽培と

焼き畑を止めさせ、森林破壊を防ぐこと。代
替雇用創出のため職業訓練施設を作り、農業
や布織りを教えたり、山岳民族への教育やイ
ンフラ整備等にも取り組みました。
第 2期には、ケシ栽培に後戻りさせないた

めに、現地に適した職業を奨励し、農作物の
生産増加・多様化を図りました。デザイナー
が関与し様々な商品開発も行いました。これ
らは、タイ国内および海外へ輸出されていま
す。また、山岳民族の文化と自然の保護をし
ながらのエコツーリズムにも力をいれました。
プロジェクトは現在第 3期にあり、住民の
完全自立をはかり、プロジェクトを住民達自身
で運営・管理できるようにしようとしています。

プロジェクトは、成功の反面、課題も生ま
れてきています。一つは拡大し続けるビジネ
スに起因する環境破壊。農産物のコーヒー
を例に見ると、ドイトゥンではコーヒー店も増
え、スーパーでも豆を販売し、拡大傾向です。

消費の伸びに合わせて生産も増やしています
が、それには畑の拡大も必要。山岳民族が住
む、生態系が非常に繊細な所で畑を拡大する
わけですから、当然環境破壊が起こってきて
いる。また、増加し続ける観光客に起因する
環境破壊や社会問題もあります。プロジェクト
が有名になり、年間 100万人規模で視察者や
観光客が訪れます。彼らもゴミを出し、トイレ
にも行く。道や宿泊施設も整備しなければな
らず、それにより環境破壊が起きている。山
岳民族の文化、生活の変容も懸念されます。
地域の問題からプロジェクトが始まり改善さ

れてきた一方、プロジェクト自体が拡大し続
けることで新たな問題が生まれている。この
プロジェクトが持続可能なものになるかどうか
は、こういった課題をいかに無視せず取組む
かによるのではないかと思います。

地域開発に取組む「開発僧」の存在

続いて、「開発僧※ 1」についてお話いたし
ます。開発僧とは〝地域開発に取組む僧侶〟
です。政府が目配りもしないような辺地にお
いて、地域開発を補完するような活動をする
僧侶です。開発とは仏教用語の「開

かいほつ

発」。内
発的な、心の開発です。外的な開発は地域
の精神性や地域の文化を失わせる。そういっ
た方向ではなく、自らの内側を見つめ仏性に
目醒めていく開発を目指すべきという考えで
す。それにより民衆からの自立的な、人中心
の開発を行うことができるという考えです。
彼らは様々な活動をしています。寺院内の

施設建築、インフラ整備、教育・職業支援等。
また、借金をしてまで飲酒や博打をするよう
な悪癖のある人々等に対して、個人の再生を
支援したりしていることも大変興味深い。

貧困層の多い地域ではまだ特に開発僧への
期待は残っていますが、近年、開発僧の役割
も変化してきています。経済の底上げの結果、
開発僧が直接地域開発に取組むよりも、村人
の精神的な支えとしての要望が大きくなって
きています。コミュニティの開発指導者から、
後方から人々を精神的に支えるコミュニティ
の相談役へと変化して来ています。

2つの事例をタイ社会に活かしてゆくには

王室と仏教。これらは、タイ社会が持続可能
にシフトするためのポイントです。いかにこの
2つを関与させていくか。王室は、様々な開発
プロジェクトを行っています。持続可能な開発
に王室を巻き込んでいくことで、国民が追随し
ライフスタイルを変えてゆくことは多いにあり
得ます。しかし、王室不敬罪※ 2があり、そういっ
たことをなかなか言いずらい。それにはタイ
社会の変化を待つしかない。僧侶に関しては、
タイには 36万人僧侶がいますが彼らが持続
可能な開発、社会に向けたエージェントとし
て役割を果たしていくためには、僧侶の教育
が必要になってくるのではないかと思います。

今年は日本で大きな地震があり、タイでも
大きな洪水がありました。アジアのサステナ
ビリティを考える時、一つの大きなテーマは
「いかに生き延びていくか」ということだと思
うんです。そのためには、社会、経済はどう
あるべきか、環境との関係はどうあるべきか。
アジアの皆と話し合い、お互い学び合えると
きは学び、助け合えるときは助け合っていく。
そういうことが必要なのだと思います。
来年バンコクで皆さんにお会いすることを
楽しみにしております。

「バンコク開催に向けて、タイからの現状報告」
 岩瀬 大地／マヒドン大学環境資源研究学部博士課程（タイ）

第 4部 クロージング ̶ 第 7回サステナブルデザイン国際会議向けて

「社会、経済システムはエコシステムと同じように機能すべき
で、今の経済・社会システムでは、生産者は何かを作り、消
費者はそれを消費するが、いわゆる分解者の存在が圧倒的
に少ない。しっかりと分解者を社会・経済システムに確立す
ることによって社会・経済システムが持続可能になっていくの
では」と語った岩瀬氏。

※ 1 開発僧 =タイ語ではプラソン・ナックパタナーと呼
ばれる。この呼び方は彼らの自称ではなく、NGOや研
究者による呼称。人数はかなり少ないと言われている。
※ 2王室不敬罪=王室に対し名誉や尊厳を害する発言、
行為等が不敬とされ、罰せられる。

1977年東京生まれ。1997～ 99年、バックパッ
カー。2000～ 2003年、東京造形大学デザイン
科デザインマネージメントコース。2004～ 2005
年デザインアカデミーアイントホーベン（オラン
ダ）、2006～ 2007年、キングモンクット工科大
学ヒューマンデザインセンター（タイ）、2008～
現在、マヒドン大学環境資源研究学部博士課程在
籍（タイ）し、持続可能な観光について研究中。

岩瀬 大地　Daichi Iwase
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地震、津波、原発事故。これらは私たちに、
自分達が生きる場は自然の一部であると再認
識させる共に、不自然かつ不安定な巨大イン
フラの上に築かれた文明、自然に対する親和
性を欠いた大仕掛けなシステムである現代文
明がいかに危うく、それに頼る社会がいかに
アンサステナブルであるかを実感した訳です。
皮肉にも私たちはこの未曾有の震災によっ

て、自然と無理なく付き合う暮らしこそが、サ
ステナブルな社会の条件だという確証を持つ
ことができました。そのことに気付けば、私
たちの求める暮らし・社会・産業の向かうべ
き方向、あるいはより良い社会をデザインす
るは定まってくるのではないでしょうか。つま
り、常に自然との関係を調整しながら、70億
を越える人々で１つの地球を共有するという
世界観に基づいた、地球規模の文化を育てて

いくこと、そのためのターゲットは、自分自身
を含む、人の心なのです。時代が流れても変
わらない人の心と自然の調和が育む文化。そ
のモデルは実はアジアに、特に東南アジア諸
国の生活と文化の中にあるのではないか。と
いう思いから、今回第六回となるこの会議の
テーマを、「アジアン・サステナビリティ」と
いたしました。平成 23年からの環境白書の
第一章は、「持続可能性と豊かさ」です。で、
その中で、エルンスト・フリードリッヒ・シュー
マッハの、Small is Beautifulの一節が紹介さ
れています。「富や教育や研究開発といった
資源をさらに導入して、公害と戦い、野生の
動植物を保護し、新しいエネルギー資源を発
見し、平和共存に関して今より実効のある協
定さえ結びさえすれば、現代の破壊的な力を
手懐けることができると信じている限り、我々
は真理から逃げている。」と書かれています。
1973年に書かれたこの文章の通り、40年近
く我々は真理から目を背け続けてきたのかも
しれません。真理は我々の社会を、暮らしを、
よりシンプルに軽くすることを求めています。
そしてそれは我々の心の中に潜む本質的な欲
求でもあるのです。WWFによるエコロジカ
ルフットプリントの計算によれば、2007年時
点でエコロジカルオーバーシュートは 50%を
越えたと言います。つまり、宇宙船地球号に
乗るために人類が持ち込める限度の 1.5倍の
荷物を、我々持ち込んでいるようなものなの
です。軽に旅をしたいという欲求を満たすた
めに、私たちは背負い込んだ荷物の中から、
何を下ろせば良いのでしょうか。今日はそん
な議論ができたのではとと思います。
次回はタイでの開催になりますが、我々は

アジア、タイということを知っているようで、

「Destination 2011-2021を終えて」
 益田 文和／サステナブルデザイン国際会議実行委員長

第 4部 クロージング ̶ 第 7回サステナブルデザイン国際会議向けて

1949年東京生まれ。東京造形大卒業後、国土
建設、デザインオフィスを経て1978年よりフリー。
その後 frogdesignデザインディレクターを務め、
1991年株式会社オープンハウス設立。製品デザ
イン開発や地域産業のデザイン振興、また、エコ
デザインやサステナブルデザインに関する国内外
のプロジェクトに関わる。東京造形大学デザイン
学科教授。有限責任事業組合エコデザイン研究
所代表。o2 Japan リエゾン。財団法人日本産業
デザイン振興会理事。一般社団法人日本デザイ
ンコンサルタント協会理事。各媒体への執筆等多
数。
www.openhouse.co.jp
www.ecodesigninstitute.com

益田 文和　Fumikazu Masuda

実は殆ど知らないということも、今回わかった
のではと思うんですけれども、同じように、同
じアジアといっても、正に多様であるわけで
すし、我々の知らないことがいっぱいあるわ
けです。そのことは、これから少しずつ研究
し、我々のこともおそらく全然わからないこと
が多いと思うので、そういったこともきちんと
説明していく中でコミュニケーションを作り出
していく、そんなきっかけ作りをしていきたい
なあというふうに思います。ぜひ皆さんも少
し、お金と時間を貯めて、来年はタイに一緒
に行きましょうということで、締めくくりたい
と思います。
　今日は長丁場でしたけれども、様々なお

話しも聴けた大変実りの多い会議だったので
はないかと思います。会を締めくくるに当たっ
て、急な呼びかけに応えてくれた参加者の皆
さん、それからインドから、そして世界一周
から、それからバングラディシュからとか、色
んな所から駆けつけてくれた講師の皆さんに、
最後にもう一度ご挨拶とお礼を申し上げたい
と思います。どうもありがとうございました。
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第 7回サステナブルデザイン国際会議 Destination 2012-2020

は、2012年 12月 11（火）～ 13日（木）にタイ（バンコクほか）にて、
トラベリング・ワークショップ（旅形式のワークショップ）と 講演会
を行います。詳細はホームページ（www.sustainabledesign.

jp）にてご案内いたしますので、ご覧下さい。

■ 次回告知

第 7回サステナブルデザイン国際会議
Destination2012-2020について

■ テーマ：　Asian Sustainability
 　  アジアン・サステナビリティを求めて
 　 （実践編）

西欧諸国とは一線を画した文化的特異性と多様性を豊富に持ち
ながら、急速な経済発展を遂げつつあるアジア諸国は、必ずし
も欧米流のサステナビリティの枠には収まらないダイナミズムを
持っている。そのエネルギーを温存したままで自然環境とのバ
ランスの保つアジア型のサステナブルな社会を築くことができる
なら、それは、これからの文明の在り方のモデルたり得るので
はないか。アジアの一員としての日本には何ができるのか。デ
ザインはどのような役割を受け持つことができるのか。そのこと
をアジアの人々と共に考えます。

■ 会期：2012年 12月 11（火）～ 13日（木） 
■ 会場：12月 11～ 12日タイ各地、13日ランシット大学
■ 共催：ランシット大学
　　　　サステナブルデザイン国際会議実行委員会

本議報告書、過去に開催した会議報告書、また、今後の活動の最新情報につ

いては下記ホームページにて公開しております。ご覧ください。

For English Information, please see our web site.

www.sustainabledesign.jp


